
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「自分と違う問いの人に聞いたら兵十もごんも後悔しているのが分かったよ。」 
 

 国語科では、教材や言葉に関わりたくなるように、自分なりの視点（問いや読み方を

選択すること）で言葉に着目することを大切にしていきます。登場人物の気持ちの変化

を捉えるために、登場人物の気持ちが大きく動く場面を中心に授業を構成しました。そ

して、自分なりに「なぜ、ごんは明くる日もくりやを持っていったのかな。」などの問

いをもち追究していきました。初めは、「ごん」か「兵十」どちらかの立場での問いで

したが、追究が後半になってくると、立場を越えていろいろな人の考えを求めて交流す

るようになりました。自分が考えた問いだからこそ解明したいという思いが強くなり、

友達と交流するからこそ自分にない気付きが生まれ、問いの解決に楽しさが生まれま

す。言葉を介して交流する姿から自分の言葉への考えが深まっていく姿を目指します。 

  

 私たちは、よりよい自分を目指し、自分らしさを発揮する「Iを磨く子ども」を育む

ために、子ども自身が学びを創ることを大切にしています。「材の吟味」「自己選択・自

己決定」「子どもの追究と教師の立ち位置」の３つの学びの要素に着目し、子ども主語

の授業の在り方を探っていきます。 
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 国語科 ４年気持ちの変化を読み、考えたことを話し合おう「ごんぎつね」より 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

自分が追究する問いを決定した後、教師

が問いを可視化しました。誰が自分と似た

問いをもっているのか見えるようにするこ

とで、自分なりに問いの答えが出た子ども

から、友達へ考えを聞きに行ったり、自分

の考えが妥当かどうか伝えに行ったりでき

るようにしました。そうすることで、「な

ぜ兵十はごんに気付いたのだろう。」とい

う問いをもった複数の子どもは、辞書を引

いて言葉の意味を精査した子の意見を聞い

たり、叙述を基に絵を描いて位置関係を論

じたりするなど他者と関わりに行く姿へつ

ながりました。また、自分の問いに対する

考えもキーワードにして可視化することに

よって、今まで交流をもっていない人と交

流するきっかけを生み、兵十とごんのどち

らにも共通点があることに気付く姿も見ら

れました。 

要素１  材の吟味 

導入では、子どもたちに「ごんぎつね」が 1956年から

教科書に掲載され、現在では全社の国語の教科書に取り上

げられている教材であることを伝えました。「なぜ長い間

大事に読まれているのだろう。ごんぎつねにはそれだけ読

まれる魅力がありそう。」と、学習への見通しをもちまし

た。また、既習の物語の書き出しと比較し、「ごんぎつ

ね」の書き出しは伝聞の形式をとっていることに気が付

き、物語の中でも多くの人に語り継がれていることを確認

しました。そこで、長い間掲載されていることや物語中で

も多くの人に語られていることから「ごんぎつねを語り継

ごう」という言語活動を設定しました。大きく心情が変化

する６の場面を中心に問いを設定し、「ごんのつぐない」

と「兵十が撃ってしまったこと」に焦点化して子どもたち

が問いをもてるようにしていきました。 

キーワードで問いへの答えを可視化した

後、兵十とごんのどちらにも「後悔」とい

う共通点があることや、兵十のごんへの気

持ちが変化したことを引き出しました（前

方から引き出す関係）。その後、ごんがつぐ

ないを続けた理由を追究している子どもに

は、ごんが「引き合わない」と思っている

気持ちや「兵十を一人にさせない」という

気持ちの葛藤をつなげて考えられるよう

に、それぞれ活動していた子ども同士をつ

なげる関わりをしました（前方から引き出

す関係）。そうすることで、どちらの登場人

物の心情も捉えて自分の問いへの考えを深

めることができました。振り返りでは、ご

んと兵十の立場を超えて考えられた子ども

や心情の変化に着目して考えることができ

た子どもを教師が価値付け、次につなげる

ことができました。 



 国語科 ５年「本は友達/この本、おすすめします」より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時では、単元導入時に立てた学習計画

の基、前時までの自分の学びを振り返りな

がら、１時間の学びの方向性を自己決定し

ました。「作家らしさ」を見付けるために誰

と学ぶのか、どうやって学ぶのか、何に着目

して追究を進めるのかを自覚することで、

子ども一人一人が明確に目的意識もちなが

ら、追究を始めました。 

教材を基に、「作家らしさ」を見付ける視

点を獲得した後は、自分で決めた作家の本

を紹介しました。おすすめの作家だけでな

く、紹介する相手を自己決定できるように

したことで、読書の苦手な子どもも、自分が

選んだ作家に合わせて相手を決めることが

できました。その決定を学級全体で共有す

ることにより、紹介相手が同じ人同士で、表

現の仕方の工夫を見付けようとする姿が見

られました。 

要素１  材の吟味 

読書単元「本は友達」と書くこと単元「この本、おすすめ

します」とを複合単元とし、子どもが「作家らしさ」を追究

できる時間を十分に保障しました。 

子どもが活動に浸ることができる単元構成の基、自ら「作

家らしさ」に気付くことができるように、同作者による別作

品の中から、特に「題名」や「視点」、「人物像」や「情景に

込められた意味」等、共通点がある３作品を選定しました。

子どもは、その中から１作品を選択し、「カレーライス」と

比較しながら読めるようにしました。選んだ作品が同じ人

同士で協働する中で、「作家らしさ」を見いだしていきまし

た。また、別作品を選んだ人にも自ら関わりながら、自分の

考えをより確かなものにしたり、新しい考えを得たりなど、

子ども一人一人が自分なりに「作家らしさ」を追究すること

ができました。 

「カレーライス」と自分が選んだ作品を

比べながら追究しました。追究が進むにつ

れ、その二つの作品の比較に没頭する子ど

もが多くなります。そこで、子どもの追究

の様子を見取り、選んだ作品が違うのに、

見付けた「作家らしさ」が同じ子ども同士

を意図的につなげる関わりをしました。ま

た、他の学年の教科書を活用し、別の作者

の作品と比べながら追究している子どもの

発見を共有する関わりをしたことにより、

子どもの追究は加速していきました。 

 また、子どもとタイミングや方法を決め

た全体交流の場では、子どもそれぞれが見

付けた「作家らしさ」を一覧で共有した上

で、気付いたことを問うことで、自分の考

えに自信をもつだけでなく、次時の追究へ

のきっかけを引き出すことができました。 


